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インプレスグループで山岳・自然分野のメディア事業を手がける株式会社山と溪谷社（所在

地：東京都千代田区、代表取締役

に改定した

北極から温帯まで、北半球のさまざまな地域で環境に適応し、進化してきたサケ科魚類。本

書は 2012

統計データを収録したサケ科魚類学の入門書です。

 

改訂にあたっては、サケ科魚類の特徴や生態はもちろん、国内外の

し、人とサケのかかわりや、サケ科魚類を取り巻く環境の現状を考察。日本の狭い国土で独自

の特徴を保っているイワナの地域個体群など、貴重な写真資料も収録しました。

 

著者は、長年にわたってサケ科魚類の研究に携わってきた魚類学者の井田齊と、釣りを通し

て人と魚、水圏環境について研究するお魚ジャーナリストの奥山文

もちろん、環境や生態系に関心をもつナチュラリスト必携の一冊です。
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＜著者プロフィール＞ 

井田齊（いだ・ひとし） 

1940 年生まれ。魚類学者。専門は魚類分類学、生態学。北里

大学在任中、岩手県でシロザケ回帰親魚の観察から成熟年齢

の高化、魚類の小型化から放流規模の縮小を 1990 年代から

主張する。現在、北里大学海洋生命科学部名誉教授。著書に

『魚の辞典』（共著、東京堂出版）、『日本産魚類大図鑑』（同、

東海大出版会）、監修に『小学館の図鑑 NEO 新版 魚』など

多数。 

 

奥山文弥（おくやま・ふみや） 

1960 年生まれ。魚や河川環境に関する研究を続けるお魚ジャ

ーナリスト。北里大学で井田氏のもと環境生態学を専攻、卒

業後は釣り雑誌の編集や旅行会社での釣り企画開発に携わる。

現在は東京海洋大学客員教授として釣りを媒介にした水圏環

境教育にも力を注ぐ。著書に『釣りがもっと楽しくなる本』

（PHP 文庫）、『必ず釣れるフライフィッシング』（山と溪谷

社）などがある。 

 

 

【山と溪谷社】 http://www.yamakei.co.jp/ 

1930 年創業。月刊誌『山と溪谷』を中心に、国内外で山岳・自然科学・アウトドア等の分野で出版活動を展開。

さらに、自然、環境、エコロジー、ライフスタイルの分野で多くの出版物を展開しています。 

  

【インプレスグループ】 http://www.impressholdings.com/ 

株式会社インプレスホールディングス（本社：東京都千代田区、代表取締役：唐島夏生、証券コード：東証 1

部 9479）を持株会社とするメディアグループ。「IT」「音楽」「山岳・自然」「モバイルサービス」を主要テーマ

に、専門性の高いコンテンツ＋サービスを提供するメディア事業を展開しています。 
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【本リリースについてのお問い合わせ先】 

株式会社山と溪谷社 担当 西村 健 

〒105-0051 東京都千代田区神田神保町 1-105 神保町三井ビルディング 

TEL03-6744-1909 メール info@yamakei.co.jp 


